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「M
ミュウ

IW」は千代田区男女共同参画センターの愛称です。MはMan（男性）、Iは Intercommunication（情報や意見の交換）、WはWoman（女性）とい
う意味です。男性と女性の間には、いつも I（自分らしさ）と愛（思いやり）をもって、対等な新しいパートナーシップを創造してほしいと願っています。

MIW では、昨年 6 月の男女共同参画週間に、
写真展「きらめきのひと　仕事を拓く」を開催
しました。表紙の写真は、ご登場いただいた
10 人のうちの一人、小林大壽さん（区内企業ザ・
ボディショップのショップアドバイザー）。

特集 1	 写真ルポルタージュ　
	 女性が元気になる Tシャツをつくった！
特集 2	 座談会　
	 わたしのなまえ　家族の名前
　	 ―	選択的夫婦別姓について考える
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千代田区男女共同参画センター

　　　（ミュウ）

MIWの相談室では、夫婦関係、男女の生き方 ･働き方、
セクシュアル・ハラスメントや夫婦や親密な間柄での暴
力などについて相談を受けています。相談は面接でも電
話でも可。予約制になっています。
（区内在住、在勤、在学の方対象）

◆相談日時
水曜日 第1・3・5　 10:30～ 15:30　
 第 2・4 　 17:00～ 21:00
木曜日 第1・3・5　 17:00～ 21:00　
 第 2・4 　 10:30～ 15:30
金曜日 第1・3・5　 10:30～ 15:30（英語での相談も可）
 第 2・4 　 17:00～ 21:00（英語での相談も可）

MIW 相談室

電話での予約 TEL 03 - 5211-4316
（無料・女性カウンセラーが担当します）

■編集 千代田区男女共同参画センター  （株）生活構造研究所　■発行 千代田区　■表紙写真 村瀬麻耶　■デザイン 地本洋子　■印刷 （株）教文堂　■発行日 2010年10月6日

〈ネットワーク〉―それ
は、多様な生き方が尊重される社会を考え
る上でとても重要なキーワード。
　MIWでは、今年の男女共同参画週間、人
と人をつなぐ「居場所」、「社会への発信」
の視点で、男女共同参画社会の実現のため
に大切なものとは何かを考えました。「男女
平等」「働き方」「子育て」など多様なテー

マで活動している 10 のネットワークの紹
介とともに、今年25周年を迎えるパド・ウィ
メンズ・オフィスの月刊誌『女性情報』の
記事から、「新聞で見るネットワークの 25
年」を展示しました。
　期間中の来場者は 900 名以上。たくさ
ん頂いたご感想の中から、いくつかをご紹
介します。

男女共同参画週間展示「つながって生きる」

MIWイベント報告

ワーク・ライフ・バランスをめざす講座
「私たちのキャリアデザインー子育て中も働き続ける」
　 「私だけのキャリアをデザインする」
 11月 15日（月）14:40～ 16:10
 明治大学駿河台校舎 1133教室（リバティタワー 13階）
 講師　牛尾奈緒美さん（明治大学情報コミュニケーション学部教授）

 シンポジウム　「先輩にきいてみよう！」
 11月 26日（金）18:30～ 20:30
　　 コーディネーター　牛尾奈緒美さん
　　 パネラー　松尾紀子さん（フジテレビアナウンサー）
 　　　　　村山義尚さん（千代田区内企業勤務、MIW運営協議委員）
 明治大学駿河台校舎リバティホール（リバティタワー 1階）

編集後記■夫婦同姓が法的に決められたのは明治 31年になってからだったと知りました。これは私の
祖父母が生まれてからのことなので、随分最近のことに思え驚きました。夫婦が同姓であたりまえとい
う意識の中で育ってきたからです。姓が変わること、「家」のことなどを、改めて考えさせられました。(H)

所在地	 〒102-8688　東京都千代田区九段南1-2-1 千代田区役所10階
交通機関	 東京メトロ東西線、半蔵門線、都営地下鉄新宿線　「九段下」駅下車、徒歩 5分
開館時間	 月曜日～金曜日 午前 9時～午後 9時　土曜日 午前 9時～午後 5時
休館日	 日曜日、祝日、年末年始
T E L	 03-5211-8845／相談予約受付 03-5211-4316　　F A X　	03-5211-8846
E-mail	 miw@city.chiyoda.tokyo.jp
U R L	 http://www.city.chiyoda.lg.jp（MIWで検索してください）

（ミュウ）

女性についての様々な情報がか
なり前から積極的にされていたこ
とがわかって、とてもびっくりし
ました。30～ 40代にかけて女
性としていろんな生きづらさや壁
を感じてから、こうした活動の必
要性や意義が実感できるように
なったと思います。とても濃い内
容の展示でした。 （女性／40代）

女性男性の違いはあるものの、差別はないはず。子を産み、育てることに接する女性の政治的発言の場をもっと保障できる社会が平和を約束すると信じます。
 （男性／60代）

想像以上に心あた
たまる展示

が沢山あった。問
題提起は簡

単だが、問題解決
のための活

動に対して、社会
がもっとほ

め、「名誉」とし
、文化として

考えていくことで
発展すると

思った。 （男性／ 30代）

男女共同参画の広がりを感じ
させる展示でした。パド・ウィ
メンズ・オフィスの筋の通っ
た資料展示。可能性を広げる
グループ・ネットワークの展
示。あわせていい企画だと思
いました。 （女性／ 50代）

【展示団体】 NPO 法人ヒューマンサービスセンター／サロン・ド・カ
フェ こもれび／おやじの部屋 ･みたか組／ NPO 法人精神障害者ピ
アサポートセンターこらーるたいとう／ NPO 法人女性ネット Saya-
Saya ／ NPO 法人しんぐるまざあず ･ ふぉーらむ／江戸川子どもお
んぶず／子ども活き生き里親養育活性化プロジェクト　あっとほー
む／ NPO 法人 HOPE ★プロジェクト／全国父子家庭支援連絡会

6/ 23（水）
～ 29（火）
区民ホール

第 1回

第 2回



3 2
＊ HIV：エイズの原因となるヒト免疫不全ウイルスの略
＊＊DV：ドメスティック・バイオレンス = 親密な間柄での暴力

特集 1 DVをなくし、HIV感染予防につながる安全な社会のために

女性が元気に
なる

Tシャツをつく
った！

　現在、世界の HIV＊陽性の方の約半分が女性。また、3人に 1人の女性
が DV＊＊を経験しています。しかも、どちらも若い世代での広がりが懸念
されています。その背景には、パートナーと対等でない関係や、女性が自
分自身のからだや性的な関わりを自分で決定しにくい状況があります。若
い女性たちが、もっと自分らしく心地よく生きられる社会だったら･･･。きっ
と、暴力や HIV で苦しむ人たちが減るのではないでしょうか？
　今年 8 月、区内の東京 YWCA（財団法人東京基督教女子青年会）が
2日間にわたって、HIV 感染と女性への暴力をなくし、若い女性を元気づ
けるイベントを実施しました。名づけて「GIRLS’  REVOLUTION」。「ゲ
ンキになるガールズＴシャツ」コンテストの受賞作品の展示や講演会があ
りました。場所は、この事業を支援する区内の企業ザ・ボディショップの
お店。炎暑の週末、さわやかでさりげなくありながら力強いメッセージの
こもったイベントに、たくさんの若い人たちが参加しました。
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T - S H I R T  D E S I G N  C O M P E T I T I O N

イベント「GIRLS'  
REVOLUTION」のチラシ

「まず、絵が浮かんで、
文字がでてきました。
自分らしさを表現で
きるいろんな女の子
がいればいいと思っ
た」とルーシーさん。
デザインは一日半で
仕上げたそうです。

絵や物語を書くことが
好きなルーシーさん

応募された T シャツのデザイン画の数々

T シャツデザインコンテストで最優秀に選ばれたルーシーさん（右から 3 番目）とイベントの企画メンバー

最優秀作品が Tシャツになりました。
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特集2
座談会

◆パープルリボンキルト＆非暴力を
　アピールするメッセージTシャツの展示
期間　11月8日（月）～30日（火）

◆パープルリボンコンサート＆
　リボンカフェ
日時　11月13日（土）
　　　14:00～15:00	 コンサート　
　　　15 :15～16:15	 リボンカフェ
会場　ともに、MIW交流サロン
やさしさや人権の大切さを盛り込んだジャズ
の歌とギターの生演奏
入場無料・当日会場へ（問合わせはMIWまで）

女性に対する
暴力をなくす運動期間
（11/12～25）

MIW
イベント

楽
し
く
な
る
！ 

女
性
自
身
が
生
き

生
き
し
た
社
会
は
安
全
な
社
会
に

通
じ
る
と
思
い
ま
す
」（
金
子
さ
ん
）

　
「
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

こ
れ
ま
で
H
I
V
や
D
V
、
子
ど

も
の
人
身
売
買
を
な
く
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
店
頭
で
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
デ
ー

ト
の
途
中
で
映
画
を
観
る
よ
う
に
、

女
性
に
も
男
性
に
も
気
軽
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
お
し
ゃ

れ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
、
社
会

や
世
界
の
問
題
に
も
目
を
向
け
て

ほ
し
い
で
す
。
楽
し
く
い
ら
れ
る

こ
と
は
安
全
で
あ
っ
て
、
大
切
な

こ
と
で
す
よ
ね
」（
藤
田
さ
ん
）

＊
「
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

グ
ル
ー
プ
あ
い
」   

「
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ　

デ
イ
ジ
ー

ク
ラ
ブ
」

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
東
京

Y
W
C
A
と
会
場
を
提
供
し
助
成

し
た
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
は
、

女
性
や
子
ど
も
へ
の
暴
力
を
な
く

し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切

に
し
よ
う
と
活
動
を
展
開
し
て
き

て
い
ま
す
。
2
つ
の
団
体
の
な
か

の
グ
ル
ー
プ
が
Ｍ
Ｉ
Ｗ
の
登
録
団

体
に
な
っ
て
い
ま
す
＊

。

　

東
京
Y
W
C
A
の
金
子
ま
り
な

さ
ん
と
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
の

藤
田
紀
久
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

「
今
回
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
メ
ン
バ
ー
は
、
20
～
30
代
の
女

性
た
ち
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
女
の
子
た
ち
が
自
分
ら

し
く
、
心
地
よ
く
、
尊
重
さ
れ
て

前
に
進
め
た
ら
、
も
っ
と
人
生
が

女
性
が
生
き
生
き
で
き
る
社
会
は

安
全
な
社
会

「
結
婚
」
と
な
っ
て
、
悩
ん
だ
名
前

TALK & SHARE!

ルーシーさん（左）は、「自分が伝えたいことがあったら、まず口に出してみよう」
と中学の先生に言われたことを思いだしながら書いたとか。「応募作品のなかで一
番メッセージ性があった」と金子さん（右）

北原みのりさん（ラブピー
スクラブ代表）。「心地よ
い〈わたし〉でいるために、
自分の気持ちやカラダに
耳を澄まそう」

マエキタミヤコさん（ソー
シャルクリエイティブ
エージェンシー）。「誰も
が楽しめる社会へ、思い
を形にするしかけづくり
のコツについて」

イベント企画を担当した東京ＹＷＣＡの金子まりな
さん（左）とイベントを助成したザ・ボディショッ
プの藤田紀久子さん（右）

わ
た
し
の
な
ま
え  

家
族
の
名
前

選
択
的
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
考
え
る

打
越　

結
婚
時
に
、
ど
の
よ
う
に

名
前
を
選
択
し
た
か
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

田
渕　

私
は
結
婚
し
て
姓
が
変
わ

る
と
自
分
で
は
な
く
な
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
し
た
。
結
婚
す
る

時
、
私
の
旧
姓
“
丸
元
”
に
な
る

選
択
も
あ
る
と
い
う
話
を
し
た
ら
、

夫
か
ら
「
僕
の
名
前
に
な
る
の
が

嫌
な
の
か
、
頭
で
は
わ
か
っ
て
い

る
が
、
結
婚
を
し
た
く
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
シ
ョ
ッ
ク
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い

を
さ
せ
て
し
ま
う
な
ら
、
自
分
の

名
前
を
変
え
て
も
い
い
か
と
思
っ

た
け
れ
ど
、「
女
性
だ
か
ら
あ
な
た

の
籍
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
、
私

も
長
女
だ
し
選
択
権
は
あ
る
け
れ

ど
、
名
前
の
こ
と
を
言
い
出
す
と

し
さ
を
出
す
必
要
性
が
あ
り
、
原

則
丑
久
保
を
通
称
と
し
て
使
っ
て

い
ま
す
。

大
島　

私
立
の
中
学
・
高
校
の
教

員
で
す
。
結
婚
時
に
、
入
籍
す
る

か
ど
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
結
局

は
入
籍
し
、
夫
の
姓
に
変
え
ま
し

た
。
仕
事
は
ず
っ
と
旧
姓
の
大
島

で
や
っ
て
い
ま
す
。

前
田　

結
婚
に
よ
っ
て
、
今
は
夫

の
姓
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
幼

い
頃
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
知
ら

な
い
間
に
自
分
の
姓
が
変
わ
っ
て

い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
養
子
縁

組
や
結
婚
と
い
う
人
生
の
節
目
節

目
に
名
前
と
は
何
か
を
考
え
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

打
越　

ご
自
身
と
ご
自
身
の
名
前

に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

荒
田　

子
ど
も
・
若
者
へ
の
支
援

や
子
ど
も
N
P
O
へ
の
研
修
・
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
結
婚

後
も
姓
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

田
渕　

2
年
前
、
結
婚
を
機
に
転

職
。
元
の
姓
は
丸
元
で
愛
着
も
あ
っ

た
の
で
、
旧
姓
を
名
乗
る
通
称
を

希
望
し
ま
し
た
が
、
書
類
上
煩
雑

に
な
る
と
の
理
由
で
、
会
社
に
戸

籍
上
の
名
前
を
使
用
す
る
よ
う
言

わ
れ
夫
の
姓
で
働
い
て
い
ま
す
。

丑
久
保　

経
済
的
貧
困
を
減
ら
す

た
め
、
貿
易
を
通
じ
て
仕
事
創
り

を
す
る
国
際
協
力
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
公
の
場
で
は
、
自
分
ら

面
倒
に
な
る
と
思
い
、
あ
え
て
言

わ
ず
に
入
籍
す
る
ん
だ
よ
」
と
話

し
ま
し
た
ね
。

大
島　

私
も
婚
姻
届
を
出
す
と
き

に
妙
に
冷
め
た
感
じ
で
、「
あ
あ
、

や
っ
ぱ
り
こ
う
な
る
ん
だ
。
自
分

が
名
前
を
変
え
て
相
手
は
名
前
を

変
え
な
い
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

名
前
を
変
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
た

め
ら
い
と
か
ひ
っ
か
か
り
を
男
性

は
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
く
て
も
よ
い

け
れ
ど
、
女
性
は
感
じ
る
と
い
う

不
平
等
感
が
す
ご
く
あ
っ
た
。
自

分
が
生
ま
れ
て
か
ら
使
っ
て
き
た

名
前
が
戸
籍
上
存
在
し
な
く
な
る

と
思
う
と
、
言
葉
に
は
な
ら
な
い

や
る
せ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。
名

前
に
つ
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
話

し
合
お
う
と
思
え
ば
で
き
ま
し
た

が
、
結
局
は
、
通
称
も
使
え
る
と

い
う
こ
と
で
自
分
の
中
で
一
人
納

得
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

荒
田　

結
婚
の
際
、
ど
ち
ら
の
姓
を

選
ぶ
か
を
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
決
め

ま
し
た
。
た
だ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

旧
姓
が
青
木
で
、
私
が
負
け
る
と

「
ア
オ
キ
ナ
オ
キ
」
と
、
ま
る
で
売

れ
な
い
漫
才
師
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
の
に
抵
抗
は
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
は
特
に
姓
に
対
す
る
こ

だ
わ
り
は
な
か
っ
た
で
す
。
結
婚

し
名
字
が
変
わ
っ
た
瞬
間
に
、
自

分
が
別
人
の
よ
う
に
思
う
人
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世

の
中
の
大
半
の
女
性
は
名
前
の
変

更
を
経
験
し
、
複
雑
な
思
い
を
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

丑
久
保　

結
婚
を
機
に
、
私
が
姓

名
前
は
け
っ
し
て
、
自
分
自
身
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
の
日
本
の
法
律
で
は
、
結
婚
す
れ
ば
、
夫
婦
同
姓
に
す
る
こ

と
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
７
月
、
夫
婦
別
姓
の
法
改
正
を

視
野
に
入
れ
た
国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
３
次
）
が
内

閣
総
理
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
、「
名
前
を

変
え
る
こ
と
、
変
え
な
い
こ
と
」
と
は
？　

わ
た
し
と
家
族
の
名

前
、
そ
し
て
、
つ
な
が
り
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

夫婦別姓

なるほど～

エイズやHIVを予
防するグッズなど

注：法律では名字は、「姓」ではなく「氏」を使用。正式には、選択的夫婦別氏制度。しかし、ここでは、一般的にメディアで用いる「別姓」を使います。
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特集2
座談会

◆パープルリボンキルト＆非暴力を
　アピールするメッセージTシャツの展示
期間　11月8日（月）～30日（火）

◆パープルリボンコンサート＆
　リボンカフェ
日時　11月13日（土）
　　　14:00～15:00	 コンサート　
　　　15 :15～16:15	 リボンカフェ
会場　ともに、MIW交流サロン
やさしさや人権の大切さを盛り込んだジャズ
の歌とギターの生演奏
入場無料・当日会場へ（問合わせはMIWまで）

女性に対する
暴力をなくす運動期間
（11/12～25）

MIW
イベント

楽
し
く
な
る
！ 

女
性
自
身
が
生
き

生
き
し
た
社
会
は
安
全
な
社
会
に

通
じ
る
と
思
い
ま
す
」（
金
子
さ
ん
）

　
「
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

こ
れ
ま
で
H
I
V
や
D
V
、
子
ど

も
の
人
身
売
買
を
な
く
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
店
頭
で
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
デ
ー

ト
の
途
中
で
映
画
を
観
る
よ
う
に
、

女
性
に
も
男
性
に
も
気
軽
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
お
し
ゃ

れ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
、
社
会

や
世
界
の
問
題
に
も
目
を
向
け
て

ほ
し
い
で
す
。
楽
し
く
い
ら
れ
る

こ
と
は
安
全
で
あ
っ
て
、
大
切
な

こ
と
で
す
よ
ね
」（
藤
田
さ
ん
）

＊
「
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

グ
ル
ー
プ
あ
い
」   

「
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ　

デ
イ
ジ
ー

ク
ラ
ブ
」

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
東
京

Y
W
C
A
と
会
場
を
提
供
し
助
成

し
た
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
は
、

女
性
や
子
ど
も
へ
の
暴
力
を
な
く

し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切

に
し
よ
う
と
活
動
を
展
開
し
て
き

て
い
ま
す
。
2
つ
の
団
体
の
な
か

の
グ
ル
ー
プ
が
Ｍ
Ｉ
Ｗ
の
登
録
団

体
に
な
っ
て
い
ま
す
＊

。

　

東
京
Y
W
C
A
の
金
子
ま
り
な

さ
ん
と
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
の

藤
田
紀
久
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

「
今
回
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
メ
ン
バ
ー
は
、
20
～
30
代
の
女

性
た
ち
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
女
の
子
た
ち
が
自
分
ら

し
く
、
心
地
よ
く
、
尊
重
さ
れ
て

前
に
進
め
た
ら
、
も
っ
と
人
生
が

女
性
が
生
き
生
き
で
き
る
社
会
は

安
全
な
社
会

「
結
婚
」
と
な
っ
て
、
悩
ん
だ
名
前

TALK & SHARE!

ルーシーさん（左）は、「自分が伝えたいことがあったら、まず口に出してみよう」
と中学の先生に言われたことを思いだしながら書いたとか。「応募作品のなかで一
番メッセージ性があった」と金子さん（右）

北原みのりさん（ラブピー
スクラブ代表）。「心地よ
い〈わたし〉でいるために、
自分の気持ちやカラダに
耳を澄まそう」

マエキタミヤコさん（ソー
シャルクリエイティブ
エージェンシー）。「誰も
が楽しめる社会へ、思い
を形にするしかけづくり
のコツについて」

イベント企画を担当した東京ＹＷＣＡの金子まりな
さん（左）とイベントを助成したザ・ボディショッ
プの藤田紀久子さん（右）

わ
た
し
の
な
ま
え  

家
族
の
名
前

選
択
的
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
考
え
る

打
越　

結
婚
時
に
、
ど
の
よ
う
に

名
前
を
選
択
し
た
か
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

田
渕　

私
は
結
婚
し
て
姓
が
変
わ

る
と
自
分
で
は
な
く
な
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
し
た
。
結
婚
す
る

時
、
私
の
旧
姓
“
丸
元
”
に
な
る

選
択
も
あ
る
と
い
う
話
を
し
た
ら
、

夫
か
ら
「
僕
の
名
前
に
な
る
の
が

嫌
な
の
か
、
頭
で
は
わ
か
っ
て
い

る
が
、
結
婚
を
し
た
く
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
シ
ョ
ッ
ク
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い

を
さ
せ
て
し
ま
う
な
ら
、
自
分
の

名
前
を
変
え
て
も
い
い
か
と
思
っ

た
け
れ
ど
、「
女
性
だ
か
ら
あ
な
た

の
籍
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
、
私

も
長
女
だ
し
選
択
権
は
あ
る
け
れ

ど
、
名
前
の
こ
と
を
言
い
出
す
と

し
さ
を
出
す
必
要
性
が
あ
り
、
原

則
丑
久
保
を
通
称
と
し
て
使
っ
て

い
ま
す
。

大
島　

私
立
の
中
学
・
高
校
の
教

員
で
す
。
結
婚
時
に
、
入
籍
す
る

か
ど
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
結
局

は
入
籍
し
、
夫
の
姓
に
変
え
ま
し

た
。
仕
事
は
ず
っ
と
旧
姓
の
大
島

で
や
っ
て
い
ま
す
。

前
田　

結
婚
に
よ
っ
て
、
今
は
夫

の
姓
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
幼

い
頃
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
知
ら

な
い
間
に
自
分
の
姓
が
変
わ
っ
て

い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
養
子
縁

組
や
結
婚
と
い
う
人
生
の
節
目
節

目
に
名
前
と
は
何
か
を
考
え
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

打
越　

ご
自
身
と
ご
自
身
の
名
前

に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

荒
田　

子
ど
も
・
若
者
へ
の
支
援

や
子
ど
も
N
P
O
へ
の
研
修
・
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
結
婚

後
も
姓
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

田
渕　

2
年
前
、
結
婚
を
機
に
転

職
。
元
の
姓
は
丸
元
で
愛
着
も
あ
っ

た
の
で
、
旧
姓
を
名
乗
る
通
称
を

希
望
し
ま
し
た
が
、
書
類
上
煩
雑

に
な
る
と
の
理
由
で
、
会
社
に
戸

籍
上
の
名
前
を
使
用
す
る
よ
う
言

わ
れ
夫
の
姓
で
働
い
て
い
ま
す
。

丑
久
保　

経
済
的
貧
困
を
減
ら
す

た
め
、
貿
易
を
通
じ
て
仕
事
創
り

を
す
る
国
際
協
力
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
公
の
場
で
は
、
自
分
ら

面
倒
に
な
る
と
思
い
、
あ
え
て
言

わ
ず
に
入
籍
す
る
ん
だ
よ
」
と
話

し
ま
し
た
ね
。

大
島　

私
も
婚
姻
届
を
出
す
と
き

に
妙
に
冷
め
た
感
じ
で
、「
あ
あ
、

や
っ
ぱ
り
こ
う
な
る
ん
だ
。
自
分

が
名
前
を
変
え
て
相
手
は
名
前
を

変
え
な
い
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

名
前
を
変
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
た

め
ら
い
と
か
ひ
っ
か
か
り
を
男
性

は
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
く
て
も
よ
い

け
れ
ど
、
女
性
は
感
じ
る
と
い
う

不
平
等
感
が
す
ご
く
あ
っ
た
。
自

分
が
生
ま
れ
て
か
ら
使
っ
て
き
た

名
前
が
戸
籍
上
存
在
し
な
く
な
る

と
思
う
と
、
言
葉
に
は
な
ら
な
い

や
る
せ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。
名

前
に
つ
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
話

し
合
お
う
と
思
え
ば
で
き
ま
し
た

が
、
結
局
は
、
通
称
も
使
え
る
と

い
う
こ
と
で
自
分
の
中
で
一
人
納

得
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

荒
田　

結
婚
の
際
、
ど
ち
ら
の
姓
を

選
ぶ
か
を
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
決
め

ま
し
た
。
た
だ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

旧
姓
が
青
木
で
、
私
が
負
け
る
と

「
ア
オ
キ
ナ
オ
キ
」
と
、
ま
る
で
売

れ
な
い
漫
才
師
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
の
に
抵
抗
は
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
は
特
に
姓
に
対
す
る
こ

だ
わ
り
は
な
か
っ
た
で
す
。
結
婚

し
名
字
が
変
わ
っ
た
瞬
間
に
、
自

分
が
別
人
の
よ
う
に
思
う
人
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世

の
中
の
大
半
の
女
性
は
名
前
の
変

更
を
経
験
し
、
複
雑
な
思
い
を
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

丑
久
保　

結
婚
を
機
に
、
私
が
姓

名
前
は
け
っ
し
て
、
自
分
自
身
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
の
日
本
の
法
律
で
は
、
結
婚
す
れ
ば
、
夫
婦
同
姓
に
す
る
こ

と
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
７
月
、
夫
婦
別
姓
の
法
改
正
を

視
野
に
入
れ
た
国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
３
次
）
が
内

閣
総
理
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
、「
名
前
を

変
え
る
こ
と
、
変
え
な
い
こ
と
」
と
は
？　

わ
た
し
と
家
族
の
名

前
、
そ
し
て
、
つ
な
が
り
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

夫婦別姓

なるほど～

エイズやHIVを予
防するグッズなど

注：法律では名字は、「姓」ではなく「氏」を使用。正式には、選択的夫婦別氏制度。しかし、ここでは、一般的にメディアで用いる「別姓」を使います。



67 ＊「家族法改正を実現する法律家の会」が実施。対象は事実婚で別姓･通称使用している53人の親。2010年 4－5月実施。

　現在、民法 750条では、「夫婦は、婚姻の際に定めるところに従い、夫又は妻の氏を称する」としか書
いておらず、夫の氏を称するとは決めていません。しかし、実際には 96.3％が夫の氏を選択しています。

法律では、ジェンダーニュートラルな決め方（文化的・慣習的な性別による差がない）ですが、現実には選択でき
ない状況があり差別的になっています。
　選択的夫婦別姓は、「名前は人格権のひとつの内容」ということ。自分がその名前で生きてきて、大切にしたいとい
う気持ちは当然尊重されるべきだということが根拠になるはずです。そのことを法律によって保障してほしいですね。

選択的夫婦別姓制度ってどんなこと？

　　　夫婦の姓を別々にしなくてはならないの？
いいえ、選択的夫婦別姓制度とは、婚姻の際に、夫婦が同じ姓にしてもいいし、各自が自分の姓をそ
のまま使ってもいいという選択ができる制度です。けっして、夫婦別姓を強要する制度ではありません。

　　　具体的な内容は？
1996年の民法改正要綱によると具体的には次のようなことです。
・婚姻のときに、夫婦同姓、夫婦別姓を選択することができる
・婚姻後には、変更を認めない
・別姓を選択した場合、婚姻の際に子の氏を予め定める
・すでに婚姻している人も、法律施行後1年以内に届け出ることにより別姓選択が可能である

　　　夫婦が別々の名前だと、子どもに好ましくない影響があると心配する人がいますが ･･･
現行法で、実際に違う名前の家族もいます。同姓だと対外的には夫婦だと理解されやすいですが、対
外的に認識されることと、夫婦としての一体感は別のことです。今年、別姓夫婦の子どもについてア
ンケートを実施したところ、別姓を実施していることでいじめられた子どもは一人もいないようです。
ただ、別姓のために、学校に出す書類、学資ローンの手続きなどで、不都合を感じたことがあるとい
う人もいました。不便さが減るよう社会の仕組みが変わるといいのですが。（2010年 4-5月「夫婦別
姓の子どもについてのアンケート」実施主体「家族法改正を実現する法律家の会」）

Q

Q

Q

打越さく良さん
に聞く

割
が
母
親
の
姓
、
1
割
が
両
方
の

姓
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
13
％
の
人
は

周
囲
か
ら
「
子
ど
も
が
か
わ
い
そ

う
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と

答
え
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
、
別

姓
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

が
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

は
皆
無
。
子
ど
も
が
さ
び
し
い
と

言
っ
た
り
、
そ
う
感
じ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
親
も
ほ
と
ん
ど
い
ま

せ
ん
で
し
た
。�

↖

の
社
会
的
立
場
に
接
す
る
中
で
、

生
き
る
と
は
、
結
婚
と
は
、
人
間

の
尊
厳
と
は
何
か
、
と
多
く
の
事

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
国
際
協

力
は
、
最
終
的
に
、「
男
女
間
の
問

題
に
帰
着
す
る
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
自
分
た
ち
は
ど
う
な
の
だ
と

い
う
命
題
を
常
に
突
き
つ
け
ら
れ
、

ア
ジ
ア
周
辺
の
国
々
か
ら
も
信
頼

さ
れ
る
生
き
方
を
し
な
く
て
は
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
好
き
＝
結
婚
」
と
い

う
相
手
を
思
う
純
粋
な
気
持
ち
と

は
裏
腹
に
、
婚
姻
が
も
た
ら
す
束

縛
も
あ
り
ま
す
。「
常
に
、
純
粋
に

相
手
を
思
い
、
自
分
の
考
え
に
も

素
直
に
生
き
た
い
」
と
の
気
持
ち

が
離
婚
を
決
意
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
は
通
称
と
し
て
丑
久
保
を
名

乗
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
場
面
で

両
姓
を
名
乗
る
の
で
、
や
や
こ
し

く
な
り
、
今
で
は
名
刺
に
両
方
の

名
前
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
知
る
人
た
ち
は
、
私
を
下
の

名
前
で
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。

大
島　

親
と
一
緒
の
名
前
が
“
普

通
”
と
い
う
考
え
方
は
小
さ
い
子

の
中
で
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、「
お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
違
う
名
前
」

と
い
う
環
境
が
一
般
的
に
な
れ
ば
、

両
親
の
名
前
が
違
っ
て
い
て
も
問

題
は
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

打
越　

私
の
子
ど
も
は
年
配
の
先

生
か
ら
「
本
当
に
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
の
名
前
が
違
っ
て
い
て
、

め
細
か
く
み
た
い
で
す
ね
。

丑
久
保　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
と
り
方

は
難
し
い
で
す
が
、
今
、
子
ど
も

自
身
が
名
前
に
つ
い
て
考
え
る
と

い
う
教
育
の
場
が
な
か
な
か
あ
り

ま
せ
ん
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、「
夫

婦
同
姓
が
当
た
り
前
」
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
や
家
族
の
名
前

を
考
え
る
環
境
が
与
え
ら
れ
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
。

前
田　

私
は
10
歳
で
自
分
が
知
ら

ぬ
間
に
養
子
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

結
婚
を
す
る
と
き
に
は
、
自
分
の

名
字
を
名
乗
っ
て
く
れ
る
人
と
め

ぐ
り
会
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

20
代
の
頃
は
、
周
り
の
男
性
た
ち

に
聞
く
と
名
前
を
変
え
る
事
に
抵

抗
が
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
結
婚
と
な
っ
た
時
、
仕
事
を

き
っ
か
け
に
知
り
合
っ
た
夫
の
開

業
独
立
時
期
と
重
な
り
、
夫
が
名

前
を
変
え
る
こ
と
が
事
務
手
続
上

で
も
大
変
だ
っ
た
の
で
、
私
が
夫

の
姓
に
な
り
ま
し
た
。

打
越　

丑
久
保
さ
ん
は
、
結
婚
さ

れ
て
か
ら
書
類
上
の
離
婚
を
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

丑
久
保　

は
い
。
結
婚
し
て
土
屋

に
、
離
婚
後
も
姓
は
土
屋
の
ま
ま

で
す
。
こ
の
時
点
で
丑
久
保
に
戻

れ
ば
、
別
姓
の
問
題
は
解
決
す
る

訳
で
す
が
、
子
ど
も
達
と
の
関
係

も
考
え
て
そ
の
ま
ま
に
し
ま
し
た
。

　

海
外
支
援
の
仕
事
を
通
じ
、
あ

ま
り
に
も
厳
し
い
状
況
で
の
女
性

そ
れ
で
よ
い
の
か
」
と
何
回
も
聞

か
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
は
違
っ
て

い
る
こ
と
を
何
と
も
思
っ
て
い
な

い
の
で
、
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
ま

す
。
周
囲
に
夫
婦
別
姓
が
定
着
す

れ
ば
居
心
地
の
悪
さ
も
変
わ
る
と

思
い
ま
す
ね
。

　

2
0
0
6
年
の
内
閣
府
の
調
査

で
は
、「
夫
婦
の
名
前
が
別
々
で
あ

る
こ
と
は
子
ど
も
に
好
ま
し
く
な

い
」
と
思
っ
た
人
が
66.
2
％ 

で
し

た
が
、
実
態
は
ど
う
な
の
か
、
き

を
変
え
ま
し
た
。「
女
性
が
名
前

を
変
え
る
」
と
い
う
社
会
一
般
の

慣
習
に
抵
抗
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

更
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
一
人
っ
子

だ
っ
た
こ
と
も
、
後
押
し
す
る
形

に
な
り
ま
し
た
。
人
の
尊
厳
を
大

切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
自
分

に
と
っ
て
、「
姓
を
変
え
る
、
変
え

て
も
ら
う
」
と
い
う
判
断
は
矛
盾

し
て
い
た
の
で
、
自
分
の
姓
を
変

え
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。
母

親
は
最
後
ま
で
「
名
前
だ
け
は
変

え
る
な
」
と
反
対
し
、
結
局
、
名

前
を
変
え
た
こ
と
が
「
恥
ず
か
し

い
」
と
結
婚
式
に
は
参
加
し
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

婚
姻
後
の
姓
は
、
現
在
は
新
戸

籍
に
な
る
の
が
普
通
で
す
。
家
制

度
と
は
違
う
の
だ
か
ら
姓
を
変
え

て
も
良
い
と
思
う
の
で
す
が
、
実

際
に
は
、「
婿
に
な
っ
た
」と
か「
し

き
た
り
が
あ
る
」
と
か
言
わ
れ
、

周
囲
の
目
は
違
い
ま
し
た
。逆
に
、

相
手
の
親
を
世
話
す
る
際
に
は
、実

子
扱
い
の
慣
習
も
残
っ
て
い
て
、手

続
き
が
簡
単
な
こ
と
も
体
験
し
ま

田
渕　

私
は
結
婚
と
転
職
が
同
時

で
、
旧
姓
で
内
定
を
も
ら
い
契
約

を
し
ま
し
た
。
新
し
い
会
社
で
は

社
内
結
婚
が
多
く
、
既
婚
女
性
が

全
て
通
称
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

だ
っ
た
ら
自
分
も
と
思
い
、
通
称

を
希
望
し
ま
し
た
が
、
会
社
側
か

ら
「
書
類
上
、
面
倒
に
な
る
の
で

戸
籍
名
で
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

打
越　

現
在
は
、
か
な
り
通
称
使

用
を
認
め
る
会
社
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
だ
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

大
島
さ
ん
は
？

大
島　

職
場
で
は
、
旧
姓
の
ま
ま
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
給
与
や
公

的
な
保
険
証
な
ど
は
戸
籍
名
で
面

倒
だ
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
に
関
す
る
場
で
は
、
戸
籍
名

を
使
っ
て
い
ま
す
。
何
と
な
く
子

ど
も
と
同
じ
名
字
じ
ゃ
な
い
と
や

り
づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

打
越　

そ
う
で
す
か
？　

私
は
子

ど
も
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
で
も
通
称
の

打
越
を
名
乗
り
、
す
ん
な
り
受
け

入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
結
局
、

“
タ
ロ
ウ
く
ん
の
マ
マ
”
と
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
（
笑
）。

大
島　

私
が
勤
め
て
い
る
学
校
の

保
護
者
の
中
に
は
、
子
ど
も
関
係

で
も
通
称
使
用
の
方
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
で
も
、ま
だ
少
数
派
で
、

「
子
ど
も
と
親
が
同
じ
名
字
じ
ゃ
な

い
と
変
だ
」
と
い
う
感
覚
は
根
深

い
で
す
ね
。

打
越　

前
田
さ
ん
は
幼
い
頃
、
養

子
に
な
っ
て
名
前
を
変
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
…
。

前
田　

12
歳
の
と
き
に
初
め
て
、
養

子
縁
組
に
よ
っ
て
名
前
が
変
わ
っ

て
い
る
と
聞
い
て
、
家
族
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
、
親
か
ら
見
捨
て
ら

れ
た
思
い
が
し
て
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
新
し

い
名
字
を
名
乗
り
ま
し
た
が
、
初

め
は
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
実
感
が

湧
か
ず
、
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。

丑
久
保　

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る

な
か
で
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
途
中

で
名
前
が
変
わ
る
こ
と
＝
離
婚
と

思
い
、心
配
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

名
前
が
違
う
と
夫
婦
で
は
な
い
と

い
う
固
定
観
念
が
強
い
よ
う
に
も

思
い
ま
す
が
…
。

打
越　

今
年
、
私
た
ち
が
別
姓
の
夫

婦
の
子
ど
も
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
＊

を
と
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

7
割
の
子
ど
も
が
父
親
の
姓
、
2

夫
婦
の
姓
と
子
ど
も
の
姓

大島信子さん
私立の中学・高校の教
員。戸籍上は夫の姓
だが、職場で旧姓を
使用。

司会   打越さく良
ら

さん
弁護士。結婚し、戸籍上は夫の姓
だが、旧姓を使用（通称使用）。共
著に『よくわかる民法改正－選択
的夫婦別姓＆婚外子差別撤廃を求
めて』『事例で学ぶ　司法における
ジェンダーバイアス（改訂版）』

荒田直輝さん
プレイソーシャルワー
カーとして子ども・若者
の支援活動に従事。法律
婚により、パートナーは
戸籍上荒田姓だが、仕事
上は旧姓を使用。



67 ＊「家族法改正を実現する法律家の会」が実施。対象は事実婚で別姓･通称使用している53人の親。2010年 4－5月実施。

　現在、民法 750条では、「夫婦は、婚姻の際に定めるところに従い、夫又は妻の氏を称する」としか書
いておらず、夫の氏を称するとは決めていません。しかし、実際には 96.3％が夫の氏を選択しています。

法律では、ジェンダーニュートラルな決め方（文化的・慣習的な性別による差がない）ですが、現実には選択でき
ない状況があり差別的になっています。
　選択的夫婦別姓は、「名前は人格権のひとつの内容」ということ。自分がその名前で生きてきて、大切にしたいとい
う気持ちは当然尊重されるべきだということが根拠になるはずです。そのことを法律によって保障してほしいですね。

選択的夫婦別姓制度ってどんなこと？

　　　夫婦の姓を別々にしなくてはならないの？
いいえ、選択的夫婦別姓制度とは、婚姻の際に、夫婦が同じ姓にしてもいいし、各自が自分の姓をそ
のまま使ってもいいという選択ができる制度です。けっして、夫婦別姓を強要する制度ではありません。

　　　具体的な内容は？
1996年の民法改正要綱によると具体的には次のようなことです。
・婚姻のときに、夫婦同姓、夫婦別姓を選択することができる
・婚姻後には、変更を認めない
・別姓を選択した場合、婚姻の際に子の氏を予め定める
・すでに婚姻している人も、法律施行後1年以内に届け出ることにより別姓選択が可能である

　　　夫婦が別々の名前だと、子どもに好ましくない影響があると心配する人がいますが ･･･
現行法で、実際に違う名前の家族もいます。同姓だと対外的には夫婦だと理解されやすいですが、対
外的に認識されることと、夫婦としての一体感は別のことです。今年、別姓夫婦の子どもについてア
ンケートを実施したところ、別姓を実施していることでいじめられた子どもは一人もいないようです。
ただ、別姓のために、学校に出す書類、学資ローンの手続きなどで、不都合を感じたことがあるとい
う人もいました。不便さが減るよう社会の仕組みが変わるといいのですが。（2010年 4-5月「夫婦別
姓の子どもについてのアンケート」実施主体「家族法改正を実現する法律家の会」）

Q

Q

Q

打越さく良さん
に聞く

割
が
母
親
の
姓
、
1
割
が
両
方
の

姓
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
13
％
の
人
は

周
囲
か
ら
「
子
ど
も
が
か
わ
い
そ

う
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と

答
え
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
、
別

姓
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

が
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

は
皆
無
。
子
ど
も
が
さ
び
し
い
と

言
っ
た
り
、
そ
う
感
じ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
親
も
ほ
と
ん
ど
い
ま

せ
ん
で
し
た
。�

↖

の
社
会
的
立
場
に
接
す
る
中
で
、

生
き
る
と
は
、
結
婚
と
は
、
人
間

の
尊
厳
と
は
何
か
、
と
多
く
の
事

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
国
際
協

力
は
、
最
終
的
に
、「
男
女
間
の
問

題
に
帰
着
す
る
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
自
分
た
ち
は
ど
う
な
の
だ
と

い
う
命
題
を
常
に
突
き
つ
け
ら
れ
、

ア
ジ
ア
周
辺
の
国
々
か
ら
も
信
頼

さ
れ
る
生
き
方
を
し
な
く
て
は
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
好
き
＝
結
婚
」
と
い

う
相
手
を
思
う
純
粋
な
気
持
ち
と

は
裏
腹
に
、
婚
姻
が
も
た
ら
す
束

縛
も
あ
り
ま
す
。「
常
に
、
純
粋
に

相
手
を
思
い
、
自
分
の
考
え
に
も

素
直
に
生
き
た
い
」
と
の
気
持
ち

が
離
婚
を
決
意
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
は
通
称
と
し
て
丑
久
保
を
名

乗
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
場
面
で

両
姓
を
名
乗
る
の
で
、
や
や
こ
し

く
な
り
、
今
で
は
名
刺
に
両
方
の

名
前
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
知
る
人
た
ち
は
、
私
を
下
の

名
前
で
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。

大
島　

親
と
一
緒
の
名
前
が
“
普

通
”
と
い
う
考
え
方
は
小
さ
い
子

の
中
で
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、「
お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
違
う
名
前
」

と
い
う
環
境
が
一
般
的
に
な
れ
ば
、

両
親
の
名
前
が
違
っ
て
い
て
も
問

題
は
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

打
越　

私
の
子
ど
も
は
年
配
の
先

生
か
ら
「
本
当
に
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
の
名
前
が
違
っ
て
い
て
、

め
細
か
く
み
た
い
で
す
ね
。

丑
久
保　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
と
り
方

は
難
し
い
で
す
が
、
今
、
子
ど
も

自
身
が
名
前
に
つ
い
て
考
え
る
と

い
う
教
育
の
場
が
な
か
な
か
あ
り

ま
せ
ん
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、「
夫

婦
同
姓
が
当
た
り
前
」
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
や
家
族
の
名
前

を
考
え
る
環
境
が
与
え
ら
れ
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
。

前
田　

私
は
10
歳
で
自
分
が
知
ら

ぬ
間
に
養
子
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

結
婚
を
す
る
と
き
に
は
、
自
分
の

名
字
を
名
乗
っ
て
く
れ
る
人
と
め

ぐ
り
会
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

20
代
の
頃
は
、
周
り
の
男
性
た
ち

に
聞
く
と
名
前
を
変
え
る
事
に
抵

抗
が
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
結
婚
と
な
っ
た
時
、
仕
事
を

き
っ
か
け
に
知
り
合
っ
た
夫
の
開

業
独
立
時
期
と
重
な
り
、
夫
が
名

前
を
変
え
る
こ
と
が
事
務
手
続
上

で
も
大
変
だ
っ
た
の
で
、
私
が
夫

の
姓
に
な
り
ま
し
た
。

打
越　

丑
久
保
さ
ん
は
、
結
婚
さ

れ
て
か
ら
書
類
上
の
離
婚
を
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

丑
久
保　

は
い
。
結
婚
し
て
土
屋

に
、
離
婚
後
も
姓
は
土
屋
の
ま
ま

で
す
。
こ
の
時
点
で
丑
久
保
に
戻

れ
ば
、
別
姓
の
問
題
は
解
決
す
る

訳
で
す
が
、
子
ど
も
達
と
の
関
係

も
考
え
て
そ
の
ま
ま
に
し
ま
し
た
。

　

海
外
支
援
の
仕
事
を
通
じ
、
あ

ま
り
に
も
厳
し
い
状
況
で
の
女
性

そ
れ
で
よ
い
の
か
」
と
何
回
も
聞

か
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
は
違
っ
て

い
る
こ
と
を
何
と
も
思
っ
て
い
な

い
の
で
、
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
ま

す
。
周
囲
に
夫
婦
別
姓
が
定
着
す

れ
ば
居
心
地
の
悪
さ
も
変
わ
る
と

思
い
ま
す
ね
。

　

2
0
0
6
年
の
内
閣
府
の
調
査

で
は
、「
夫
婦
の
名
前
が
別
々
で
あ

る
こ
と
は
子
ど
も
に
好
ま
し
く
な

い
」
と
思
っ
た
人
が
66.
2
％ 

で
し

た
が
、
実
態
は
ど
う
な
の
か
、
き

を
変
え
ま
し
た
。「
女
性
が
名
前

を
変
え
る
」
と
い
う
社
会
一
般
の

慣
習
に
抵
抗
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

更
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
一
人
っ
子

だ
っ
た
こ
と
も
、
後
押
し
す
る
形

に
な
り
ま
し
た
。
人
の
尊
厳
を
大

切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
自
分

に
と
っ
て
、「
姓
を
変
え
る
、
変
え

て
も
ら
う
」
と
い
う
判
断
は
矛
盾

し
て
い
た
の
で
、
自
分
の
姓
を
変

え
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。
母

親
は
最
後
ま
で
「
名
前
だ
け
は
変

え
る
な
」
と
反
対
し
、
結
局
、
名

前
を
変
え
た
こ
と
が
「
恥
ず
か
し

い
」
と
結
婚
式
に
は
参
加
し
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

婚
姻
後
の
姓
は
、
現
在
は
新
戸

籍
に
な
る
の
が
普
通
で
す
。
家
制

度
と
は
違
う
の
だ
か
ら
姓
を
変
え

て
も
良
い
と
思
う
の
で
す
が
、
実

際
に
は
、「
婿
に
な
っ
た
」と
か「
し

き
た
り
が
あ
る
」
と
か
言
わ
れ
、

周
囲
の
目
は
違
い
ま
し
た
。逆
に
、

相
手
の
親
を
世
話
す
る
際
に
は
、実

子
扱
い
の
慣
習
も
残
っ
て
い
て
、手

続
き
が
簡
単
な
こ
と
も
体
験
し
ま

田
渕　

私
は
結
婚
と
転
職
が
同
時

で
、
旧
姓
で
内
定
を
も
ら
い
契
約

を
し
ま
し
た
。
新
し
い
会
社
で
は

社
内
結
婚
が
多
く
、
既
婚
女
性
が

全
て
通
称
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

だ
っ
た
ら
自
分
も
と
思
い
、
通
称

を
希
望
し
ま
し
た
が
、
会
社
側
か

ら
「
書
類
上
、
面
倒
に
な
る
の
で

戸
籍
名
で
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

打
越　

現
在
は
、
か
な
り
通
称
使

用
を
認
め
る
会
社
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
だ
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

大
島
さ
ん
は
？

大
島　

職
場
で
は
、
旧
姓
の
ま
ま
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
給
与
や
公

的
な
保
険
証
な
ど
は
戸
籍
名
で
面

倒
だ
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
に
関
す
る
場
で
は
、
戸
籍
名

を
使
っ
て
い
ま
す
。
何
と
な
く
子

ど
も
と
同
じ
名
字
じ
ゃ
な
い
と
や

り
づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

打
越　

そ
う
で
す
か
？　

私
は
子

ど
も
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
で
も
通
称
の

打
越
を
名
乗
り
、
す
ん
な
り
受
け

入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
結
局
、

“
タ
ロ
ウ
く
ん
の
マ
マ
”
と
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
（
笑
）。

大
島　

私
が
勤
め
て
い
る
学
校
の

保
護
者
の
中
に
は
、
子
ど
も
関
係

で
も
通
称
使
用
の
方
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
で
も
、ま
だ
少
数
派
で
、

「
子
ど
も
と
親
が
同
じ
名
字
じ
ゃ
な

い
と
変
だ
」
と
い
う
感
覚
は
根
深

い
で
す
ね
。

打
越　

前
田
さ
ん
は
幼
い
頃
、
養

子
に
な
っ
て
名
前
を
変
え
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
…
。

前
田　

12
歳
の
と
き
に
初
め
て
、
養

子
縁
組
に
よ
っ
て
名
前
が
変
わ
っ

て
い
る
と
聞
い
て
、
家
族
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
、
親
か
ら
見
捨
て
ら

れ
た
思
い
が
し
て
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
新
し

い
名
字
を
名
乗
り
ま
し
た
が
、
初

め
は
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
実
感
が

湧
か
ず
、
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。

丑
久
保　

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る

な
か
で
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
途
中

で
名
前
が
変
わ
る
こ
と
＝
離
婚
と

思
い
、心
配
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

名
前
が
違
う
と
夫
婦
で
は
な
い
と

い
う
固
定
観
念
が
強
い
よ
う
に
も

思
い
ま
す
が
…
。

打
越　

今
年
、
私
た
ち
が
別
姓
の
夫

婦
の
子
ど
も
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
＊

を
と
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

7
割
の
子
ど
も
が
父
親
の
姓
、
2

夫
婦
の
姓
と
子
ど
も
の
姓

大島信子さん
私立の中学・高校の教
員。戸籍上は夫の姓
だが、職場で旧姓を
使用。

司会   打越さく良
ら

さん
弁護士。結婚し、戸籍上は夫の姓
だが、旧姓を使用（通称使用）。共
著に『よくわかる民法改正－選択
的夫婦別姓＆婚外子差別撤廃を求
めて』『事例で学ぶ　司法における
ジェンダーバイアス（改訂版）』

荒田直輝さん
プレイソーシャルワー
カーとして子ども・若者
の支援活動に従事。法律
婚により、パートナーは
戸籍上荒田姓だが、仕事
上は旧姓を使用。
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世界では夫婦の名前はどうなっているの？
が
選
べ
る
こ
と
が
社
会
の
中
で
位

置
づ
け
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

打
越　

な
る
ほ
ど
。
名
前
に
つ
い

て
子
ど
も
の
選
択
は
、
ま
だ
議
論

さ
れ
て
い
な
い
先
進
的
な
意
見
で

す
ね
。

荒
田　

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
、

家
族
を
単
位
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
疑
問
で
し
た
。
子
ど
も
は
個
人

と
し
て
「
権
利
の
主
体
者
」
で
あ

る
は
ず
な
の
に
、
家
族
単
位
で
扱

わ
れ
る
瞬
間
が
非
常
に
多
い
と
感

じ
ま
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
の
権
利
支
援
に

つ
い
て
研
究
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
は
子
ど
も
で
名
前

を
選
択
す
る
権
利
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
社
会
に
は
、
子

ど
も
に
権
利
を
持
た
せ
る
と
子
ど

も
が
わ
が
ま
ま
に
な
る
と
い
う
風

潮
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
子
ど
も
、
女
性
、

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
社
会
的
に

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
が
権
利

を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様

性
の
あ
る
社
会
が
実
現
す
る
こ
と

を
嫌
う
人
達
の
存
在
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

前
田　

私
も
仕
事
を
し
て
い
く
上

で
は
選
択
制
の
方
が
よ
い
と
思
い

ま
す
が
、
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に

説
明
す
る
か
が
気
が
か
り
で
し
た
。

し
か
し
、
今
荒
田
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
、
子
ど
も
も
一
つ
の
姓
を
選

べ
る
選
択
権
を
持
つ
と
い
う
考
え

方
を
伺
い
、
前
向
き
に
名
前
に
つ

い
て
考
え
て
い
け
る
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

荒
田　

夫
婦
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
の
自
己
決
定
権
も
尊
重
し
、
ど

ち
ら
の
親
の
姓
、
ま
た
は
両
方
の

姓
を
名
乗
る
こ
と
を
子
ど
も
自
身

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、

自
然
に
「
家
の
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
」
と
思
う
時
、
自
分
の
な
か

に
男
が
継
ぐ
と
い
う
考
え
が
身
に

染
み
付
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

自
覚
し
ま
し
た
。

丑
久
保　

現
実
に
日
本
で
は
、
未

婚
の
男
女
が
非
常
に
増
え
て
い
ま

す
。
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う

が
、
姓
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
今

の
結
婚
制
度
そ
の
も
の
も
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
選
択
的
夫

婦
別
姓
制
度
は
最
低
限
の
要
求
と

思
い
ま
す
。

荒
田　

選
択
的
夫
婦
別
姓
に
つ
い

て
、
ま
だ
ま
だ
一
般
的
に
知
ら
れ

て
い
な
い
と
感
じ
る
の
で
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
ま
た
、
日
本
人
は
、
自
分
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
が
あ
る

こ
と
に
対
し
て
も
意
識
化
さ
れ
て

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
姓
名
を
考

え
る
こ
と
で
自
分
が
持
つ
権
利
に

気
づ
く
こ
と
は
大
切
な
視
点
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。

打
越　

皆
さ
ん
の
ご
感
想
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

田
渕　

友
人
が
韓
国
人
と
結
婚
し

ま
し
た
。
結
婚
し
て
新
戸
籍
に
な

り
ま
し
た
が
、
夫
は
韓
国
籍
の
ま

ま
な
の
で
、
戸
籍
に
は
付
記
の
形

で
し
か
入
ら
な
か
っ
た
。
名
前
を

考
え
る
こ
と
は
、
戸
籍
の
問
題
と

図
参
照
）。

　

国
際
社
会
か
ら
の
要
請
と
い
う

点
で
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
16
条

の
「
姓
を
選
択
す
る
夫
及
び
妻
の

同
一
の
個
人
的
権
利
」
に
つ
い
て
、

夫
婦
と
B
さ
ん
の
息
子
は
B
姓
で

す
が
、
花
子
さ
ん
は
姓
を
変
え
た

く
な
い
の
で
A
姓
の
ま
ま
暮
ら
し

て
い
る
よ
う
な
場
合
で
す
。
実
際

に
は
今
で
も
、
姓
の
異
な
る
家
族

が
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
家
族
に
一
体
感
が
な
い
か
と

い
っ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

今
年
の
7
月
に
出
た
国
の
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
３
次
）
の

答
申
で
は
、
今
ま
で
よ
り
一
歩
進

ん
だ
形
で
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

柔
軟
に
選
択
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
制
度
・
慣
行
の
見
直
し

の
推
進
」
を
明
記
し
ま
し
た
。
そ

の
具
体
例
と
し
て
、
民
法
改
正
を

あ
げ
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
導
入
の

必
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

わ
る
こ
と
。
新
戸
籍
に
な
っ
た
と

言
っ
て
も
家
制
度
を
引
き
ず
っ
て

い
ま
す
。
夫
婦
別
姓
に
反
対
す
る

人
は
同
姓
に
す
れ
ば
よ
く
、
選
択

す
る
こ
と
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

田
渕　

別
姓
の
方
が
便
利
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
私
が
拒
否
さ
れ
た
よ

う
に
、
通
称
の
方
が
会
社
で
の
手

続
き
は
面
倒
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
別
姓
で
も
問
題
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
結
婚
と
は
、
名
前
を
一
緒

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
し
、

逆
に
名
前
を
ど
う
す
る
か
を
選
べ

る
と
い
う
こ
と
は
、
き
ち
ん
と
お

互
い
の
意
見
を
言
い
合
う
機
会
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
い
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

丑
久
保　

名
前
を
考
え
る
こ
と
は
、

結
婚
と
は
、
家
族
と
は
、
家
族
制

度
と
は
、
を
考
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
一
人
ひ
と
り
が
よ
り

尊
重
さ
れ
、
充
実
し
た
生
き
方
に

繋
が
る
こ
と
が
大
切
に
思
い
ま
す
。

打
越　

世
界
的
に
み
る
と
、
日
本

の
よ
う
に
同
姓
し
か
認
め
な
い
国

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
別
姓
や
複
合

的
な
姓
の
選
択
が
で
き
る
国
が
圧

倒
的
に
多
い
の
が
現
状
で
す
（
右

日
本
も
批
准
し
て
い
ま
す
。
形
式

的
に
は
民
法
で
は
、
夫
の
姓
も
妻

の
姓
も
選
べ
る
と
は
な
っ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
選
べ
な
い
の
で
、

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
、

是
正
す
る
よ
う
03
年
7
月
と
09
年

8
月
に
日
本
政
府
に
勧
告
が
出
て

い
る
の
で
す
。

　

家
族
の
名
前
が
同
じ
で
な
い
と
、

一
体
感
が
損
な
わ
れ
る
と
心
配
す

る
人
た
ち
が
い
ま
す
が
、
現
行
法

下
で
も
、
親
子
別
姓
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
離
婚
し
た
同

士
が
結
婚
す
る
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
場
合
で
す
。
母
親
は
A
さ
ん

と
死
別
し
B
さ
ん
と
再
婚
し
て
B

姓
を
名
乗
り
、
A
さ
ん
と
の
子
の

花
子
さ
ん
と
B
さ
ん
と
の
子
の
太

郎
さ
ん
と
4
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。

打
越　

戸
籍
上
で
も
、
同
姓
・
別
姓

が
選
べ
る
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
？

大
島　

自
分
が
同
姓
あ
る
い
は
別

姓
を
選
び
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
ど

ち
ら
か
を
選
べ
る
と
い
う
環
境
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
夫

婦
の
ど
ち
ら
か
の
姓
を
選
べ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら

か
片
方
し
か
選
べ
な
い
し
、
90
％

以
上
の
人
が
男
性
の
姓
を
選
ぶ
か
、

選
ば
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
ま
で
自
分
の
名
前
に
つ
い
て

考
え
て
き
ま
し
た
が
、
ど
う
も
す
っ

き
り
し
ま
せ
ん
。
選
択
的
夫
婦
別

姓
と
い
う
法
制
を
容
認
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

丑
久
保　

同
姓
か
別
姓
か
を
選
べ

な
い
こ
と
が
理
不
尽
だ
と
い
う
感

覚
が
あ
り
ま
す
。
自
由
で
豊
か
な

社
会
と
は
、
選
択
肢
が
あ
る
社
会

で
あ
っ
て
、
こ
れ
し
か
な
い
と
い

う
厳
し
い
社
会
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
名
前
は
人
間
の
尊
厳
に
関

前
田　

結
婚
し
て
夫
の
姓
に
変
え
、

養
子
先
の
姓
は
絶
え
ま
し
た
。
明

治
生
ま
れ
の
養
母
は
「
名
前
は
二

の
次
、
三
の
次
、
あ
ん
た
が
幸
せ

に
な
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
出
来
る
事
な
ら
変
え
た

く
な
か
っ
た
名
字
で
す
が
、
名
前

よ
り
縁
が
あ
っ
て
夫
婦
・
家
族
に

な
っ
た
人
同
士
が
愛
情
を
き
ち
ん

と
伝
え
あ
う
こ
と
が
大
事
だ
と
養

母
は
教
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

田
渕　

結
婚
す
る
と
き
に
、
別
姓

と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
制
度
に
つ
い
て
よ
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
若
い
世
代
で
は
、

別
姓
に
対
し
て
違
和
感
が
な
い
人

も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
う
少
し
、
き
ち

ん
と
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き

た
い
で
す
。

大
島　

家
族
の
一
体
感
が
ど
う
し

て
も
欲
し
い
人
は
同
姓
を
選
び
、
そ

の
一
体
感
が
氏
に
関
係
な
い
と
考

え
て
い
る
人
は
別
姓
で
よ
く
、
社

会
制
度
に
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と

が
大
事
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
に
思
う
こ
と

選
択
肢
の
多
い
社
会
を
！

世
界
の
状
況
と
日
本

江戸時代、一般に農民・町民は姓を名乗ること

は許されず、武家の女性は、結婚しても実家の

姓を名乗っていました。明治になって、誰もが

姓を名乗れるようになっても、最初は妻は実家

の姓を用いることとされました。夫婦別姓だっ

たんですね。その後、旧民法の制定（明治31年、

1898年）で、夫婦同姓になりました。

外国人と日本人のカップルだけは、現在日本でも、

別姓が選択できるんです。「お互いの名前が変わら

ない」「配偶者の名前を付加する」「外国人の姓を名

乗る」ことができます。例えば、クルム伊達公子さん。

どうして、日本人同士で選択できないままなのかが

疑問ですね。� （打越さく良）

■ 同姓でなければならない：日本
夫婦同姓を定めていたトルコは2001年に、タイは2005年に、別姓を
認める法改正を実施

■ 同姓･別姓の選択ができる：アメリカ、イギリス、ドイツ、オー
ストラリア、ニュージーランド、東欧、北欧諸国、オランダ、ギリシャ、
トルコ、タイなど

■ 結婚後も姓が変わらないのが原則
夫・妻とも不変：韓国、台湾、カナダ・ケベック州
夫は不変、妻は自分の姓に夫の姓を加える、または夫の姓を選択
：フランス、ベルギー、イタリア、スペイン、南米

丑久保完二さん
会社役員。コンピュータの仕
事を経てパートナーが設立し
た国際協力の仕事を支える。
丑久保は旧姓。婚姻を機にパー
トナーの姓・土屋に変えた。

前田麻弥さん
MIW の運営協議会委員。
会社員。子どもの時に、叔
母の養子になり名前が変わ
る。結婚して、夫の姓になる。

田渕典子さん
会社員。結婚後、夫
の姓に。職場で旧姓
の使用を希望したが通
らなかった。

夫婦別姓

なるほど～

日本
フランス

スペイン

南米

台湾

カナダ・ケベック州

アメリカ

オーストラリア

ニュージーランド

韓国イギリス

北欧諸国

ドイツ

トルコ

タイ

オランダ

ベルギー 東欧

ギリシャイタリア

現在、夫婦別姓が認められている日本人日本にも別姓の歴史があった！

夫婦別姓

なるほど～
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世界では夫婦の名前はどうなっているの？
が
選
べ
る
こ
と
が
社
会
の
中
で
位

置
づ
け
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

打
越　

な
る
ほ
ど
。
名
前
に
つ
い

て
子
ど
も
の
選
択
は
、
ま
だ
議
論

さ
れ
て
い
な
い
先
進
的
な
意
見
で

す
ね
。

荒
田　

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
、

家
族
を
単
位
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
疑
問
で
し
た
。
子
ど
も
は
個
人

と
し
て
「
権
利
の
主
体
者
」
で
あ

る
は
ず
な
の
に
、
家
族
単
位
で
扱

わ
れ
る
瞬
間
が
非
常
に
多
い
と
感

じ
ま
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
の
権
利
支
援
に

つ
い
て
研
究
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
は
子
ど
も
で
名
前

を
選
択
す
る
権
利
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
社
会
に
は
、
子

ど
も
に
権
利
を
持
た
せ
る
と
子
ど

も
が
わ
が
ま
ま
に
な
る
と
い
う
風

潮
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
子
ど
も
、
女
性
、

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
社
会
的
に

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
が
権
利

を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様

性
の
あ
る
社
会
が
実
現
す
る
こ
と

を
嫌
う
人
達
の
存
在
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

前
田　

私
も
仕
事
を
し
て
い
く
上

で
は
選
択
制
の
方
が
よ
い
と
思
い

ま
す
が
、
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に

説
明
す
る
か
が
気
が
か
り
で
し
た
。

し
か
し
、
今
荒
田
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
、
子
ど
も
も
一
つ
の
姓
を
選

べ
る
選
択
権
を
持
つ
と
い
う
考
え

方
を
伺
い
、
前
向
き
に
名
前
に
つ

い
て
考
え
て
い
け
る
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

荒
田　

夫
婦
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
の
自
己
決
定
権
も
尊
重
し
、
ど

ち
ら
の
親
の
姓
、
ま
た
は
両
方
の

姓
を
名
乗
る
こ
と
を
子
ど
も
自
身

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、

自
然
に
「
家
の
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
」
と
思
う
時
、
自
分
の
な
か

に
男
が
継
ぐ
と
い
う
考
え
が
身
に

染
み
付
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

自
覚
し
ま
し
た
。

丑
久
保　

現
実
に
日
本
で
は
、
未

婚
の
男
女
が
非
常
に
増
え
て
い
ま

す
。
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う

が
、
姓
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
今

の
結
婚
制
度
そ
の
も
の
も
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
選
択
的
夫

婦
別
姓
制
度
は
最
低
限
の
要
求
と

思
い
ま
す
。

荒
田　

選
択
的
夫
婦
別
姓
に
つ
い

て
、
ま
だ
ま
だ
一
般
的
に
知
ら
れ

て
い
な
い
と
感
じ
る
の
で
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
ま
た
、
日
本
人
は
、
自
分
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
が
あ
る

こ
と
に
対
し
て
も
意
識
化
さ
れ
て

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
姓
名
を
考

え
る
こ
と
で
自
分
が
持
つ
権
利
に

気
づ
く
こ
と
は
大
切
な
視
点
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。

打
越　

皆
さ
ん
の
ご
感
想
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

田
渕　

友
人
が
韓
国
人
と
結
婚
し

ま
し
た
。
結
婚
し
て
新
戸
籍
に
な

り
ま
し
た
が
、
夫
は
韓
国
籍
の
ま

ま
な
の
で
、
戸
籍
に
は
付
記
の
形

で
し
か
入
ら
な
か
っ
た
。
名
前
を

考
え
る
こ
と
は
、
戸
籍
の
問
題
と

図
参
照
）。

　

国
際
社
会
か
ら
の
要
請
と
い
う

点
で
は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
16
条

の
「
姓
を
選
択
す
る
夫
及
び
妻
の

同
一
の
個
人
的
権
利
」
に
つ
い
て
、

夫
婦
と
B
さ
ん
の
息
子
は
B
姓
で

す
が
、
花
子
さ
ん
は
姓
を
変
え
た

く
な
い
の
で
A
姓
の
ま
ま
暮
ら
し

て
い
る
よ
う
な
場
合
で
す
。
実
際

に
は
今
で
も
、
姓
の
異
な
る
家
族

が
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
家
族
に
一
体
感
が
な
い
か
と

い
っ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

今
年
の
7
月
に
出
た
国
の
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
３
次
）
の

答
申
で
は
、
今
ま
で
よ
り
一
歩
進

ん
だ
形
で
、「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

柔
軟
に
選
択
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
制
度
・
慣
行
の
見
直
し

の
推
進
」
を
明
記
し
ま
し
た
。
そ

の
具
体
例
と
し
て
、
民
法
改
正
を

あ
げ
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
導
入
の

必
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

わ
る
こ
と
。
新
戸
籍
に
な
っ
た
と

言
っ
て
も
家
制
度
を
引
き
ず
っ
て

い
ま
す
。
夫
婦
別
姓
に
反
対
す
る

人
は
同
姓
に
す
れ
ば
よ
く
、
選
択

す
る
こ
と
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

田
渕　

別
姓
の
方
が
便
利
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
私
が
拒
否
さ
れ
た
よ

う
に
、
通
称
の
方
が
会
社
で
の
手

続
き
は
面
倒
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
別
姓
で
も
問
題
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
結
婚
と
は
、
名
前
を
一
緒

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
し
、

逆
に
名
前
を
ど
う
す
る
か
を
選
べ

る
と
い
う
こ
と
は
、
き
ち
ん
と
お

互
い
の
意
見
を
言
い
合
う
機
会
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
い
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

丑
久
保　

名
前
を
考
え
る
こ
と
は
、

結
婚
と
は
、
家
族
と
は
、
家
族
制

度
と
は
、
を
考
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
一
人
ひ
と
り
が
よ
り

尊
重
さ
れ
、
充
実
し
た
生
き
方
に

繋
が
る
こ
と
が
大
切
に
思
い
ま
す
。

打
越　

世
界
的
に
み
る
と
、
日
本

の
よ
う
に
同
姓
し
か
認
め
な
い
国

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
別
姓
や
複
合

的
な
姓
の
選
択
が
で
き
る
国
が
圧

倒
的
に
多
い
の
が
現
状
で
す
（
右

日
本
も
批
准
し
て
い
ま
す
。
形
式

的
に
は
民
法
で
は
、
夫
の
姓
も
妻

の
姓
も
選
べ
る
と
は
な
っ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
選
べ
な
い
の
で
、

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
、

是
正
す
る
よ
う
03
年
7
月
と
09
年

8
月
に
日
本
政
府
に
勧
告
が
出
て

い
る
の
で
す
。

　

家
族
の
名
前
が
同
じ
で
な
い
と
、

一
体
感
が
損
な
わ
れ
る
と
心
配
す

る
人
た
ち
が
い
ま
す
が
、
現
行
法

下
で
も
、
親
子
別
姓
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
離
婚
し
た
同

士
が
結
婚
す
る
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
場
合
で
す
。
母
親
は
A
さ
ん

と
死
別
し
B
さ
ん
と
再
婚
し
て
B

姓
を
名
乗
り
、
A
さ
ん
と
の
子
の

花
子
さ
ん
と
B
さ
ん
と
の
子
の
太

郎
さ
ん
と
4
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。

打
越　

戸
籍
上
で
も
、
同
姓
・
別
姓

が
選
べ
る
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
？

大
島　

自
分
が
同
姓
あ
る
い
は
別

姓
を
選
び
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
ど

ち
ら
か
を
選
べ
る
と
い
う
環
境
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
夫

婦
の
ど
ち
ら
か
の
姓
を
選
べ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら

か
片
方
し
か
選
べ
な
い
し
、
90
％

以
上
の
人
が
男
性
の
姓
を
選
ぶ
か
、

選
ば
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
ま
で
自
分
の
名
前
に
つ
い
て

考
え
て
き
ま
し
た
が
、
ど
う
も
す
っ

き
り
し
ま
せ
ん
。
選
択
的
夫
婦
別

姓
と
い
う
法
制
を
容
認
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

丑
久
保　

同
姓
か
別
姓
か
を
選
べ

な
い
こ
と
が
理
不
尽
だ
と
い
う
感

覚
が
あ
り
ま
す
。
自
由
で
豊
か
な

社
会
と
は
、
選
択
肢
が
あ
る
社
会

で
あ
っ
て
、
こ
れ
し
か
な
い
と
い

う
厳
し
い
社
会
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
名
前
は
人
間
の
尊
厳
に
関

前
田　

結
婚
し
て
夫
の
姓
に
変
え
、

養
子
先
の
姓
は
絶
え
ま
し
た
。
明

治
生
ま
れ
の
養
母
は
「
名
前
は
二

の
次
、
三
の
次
、
あ
ん
た
が
幸
せ

に
な
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
出
来
る
事
な
ら
変
え
た

く
な
か
っ
た
名
字
で
す
が
、
名
前

よ
り
縁
が
あ
っ
て
夫
婦
・
家
族
に

な
っ
た
人
同
士
が
愛
情
を
き
ち
ん

と
伝
え
あ
う
こ
と
が
大
事
だ
と
養

母
は
教
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

田
渕　

結
婚
す
る
と
き
に
、
別
姓

と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
制
度
に
つ
い
て
よ
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
若
い
世
代
で
は
、

別
姓
に
対
し
て
違
和
感
が
な
い
人

も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
う
少
し
、
き
ち

ん
と
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き

た
い
で
す
。

大
島　

家
族
の
一
体
感
が
ど
う
し

て
も
欲
し
い
人
は
同
姓
を
選
び
、
そ

の
一
体
感
が
氏
に
関
係
な
い
と
考

え
て
い
る
人
は
別
姓
で
よ
く
、
社

会
制
度
に
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と

が
大
事
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
に
思
う
こ
と

選
択
肢
の
多
い
社
会
を
！

世
界
の
状
況
と
日
本

江戸時代、一般に農民・町民は姓を名乗ること

は許されず、武家の女性は、結婚しても実家の

姓を名乗っていました。明治になって、誰もが

姓を名乗れるようになっても、最初は妻は実家

の姓を用いることとされました。夫婦別姓だっ

たんですね。その後、旧民法の制定（明治31年、

1898年）で、夫婦同姓になりました。

外国人と日本人のカップルだけは、現在日本でも、

別姓が選択できるんです。「お互いの名前が変わら

ない」「配偶者の名前を付加する」「外国人の姓を名

乗る」ことができます。例えば、クルム伊達公子さん。

どうして、日本人同士で選択できないままなのかが

疑問ですね。� （打越さく良）

■ 同姓でなければならない：日本
夫婦同姓を定めていたトルコは2001年に、タイは2005年に、別姓を
認める法改正を実施

■ 同姓･別姓の選択ができる：アメリカ、イギリス、ドイツ、オー
ストラリア、ニュージーランド、東欧、北欧諸国、オランダ、ギリシャ、
トルコ、タイなど

■ 結婚後も姓が変わらないのが原則
夫・妻とも不変：韓国、台湾、カナダ・ケベック州
夫は不変、妻は自分の姓に夫の姓を加える、または夫の姓を選択
：フランス、ベルギー、イタリア、スペイン、南米

丑久保完二さん
会社役員。コンピュータの仕
事を経てパートナーが設立し
た国際協力の仕事を支える。
丑久保は旧姓。婚姻を機にパー
トナーの姓・土屋に変えた。

前田麻弥さん
MIW の運営協議会委員。
会社員。子どもの時に、叔
母の養子になり名前が変わ
る。結婚して、夫の姓になる。

田渕典子さん
会社員。結婚後、夫
の姓に。職場で旧姓
の使用を希望したが通
らなかった。

夫婦別姓

なるほど～

日本
フランス

スペイン

南米

台湾

カナダ・ケベック州

アメリカ

オーストラリア

ニュージーランド

韓国イギリス

北欧諸国

ドイツ

トルコ

タイ

オランダ

ベルギー 東欧

ギリシャイタリア

現在、夫婦別姓が認められている日本人日本にも別姓の歴史があった！

夫婦別姓

なるほど～
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◆女子の名簿が先の高校で学んだ仲間たち　
　当ＮＰＯは大阪にある高校の首都圏在住同窓生が中
心となって設立された。この高校の前身は女学校であり、
1905（明治38）年に、卒業生が私設女学校を無償で始めた歴史がある。当時の大阪府には女学校が2校し
かなく、ほとんどの女子に中等教育の機会が与えられていない状況に、関係者が立ち上がったのだ。戦後の男女
共学化では、学生名簿は女子全員の後に男子が続くという独特の方式が採用された。そのような伝統もあって、
学生や卒業生には、早い時代から男女共同参画への意識が芽生えていたように思われる。
　先の女学校設立から百年を経て、日本の女子教育は大きく進展した。それに次ぐものとして、私たちは、男女
共同参画社会の促進への寄与を目的として活動を始めた。2004 年に設立し、2005年にＮＰＯとして認証さ
れた。ＭＩＷには当会設立時からお世話になっており、ＭＩＷの秋葉原時代を知る団体でもある。

◆独自に実施、全国「子育て環境ランキング調査」
　代表的な活動としては、毎年発表する「子育て環境ランキング調査」がある。今年 4月には第5回を発表した。
各種メディアにも取り上げられ、ユニークな調査として定着してきている。全国主要52都市と東京23区の子
育て環境（出産、乳幼児保育、児童福祉、児童養護、児童保育、母子福祉、小児医療など）を独自の基準で比
較するもので、千代田区は東京23区で5年連続１位を獲得している。昨年は、当NPOから千代田区に「優秀
環境賞」を授与させていただいた。
　また、2008年から「次世代育成支援『行動計画』進捗ランキング調査」を発表しており、今年5月に第3回
を発表した。子育て環境の自治体間格差が見られる中で、市民による健全な監視役として、「頑張っている自治体
の私設応援団」を標榜して市民目線からの活動をしている。詳細はhttp://egaliteo.com/を参照いただきたい。

　「離乳食も結構いけるなあ」「抱っこなんて忘れたなあ」。土
曜の午後、60代のおじいさんや20代のパパの熱気が教室に
あふれた。場所は北九州市の「子育て触れ合い交流プラザ」。
机には、赤ちゃん人形、沐浴槽、バスタオルなどが並ぶ。抱っ
こに始まり、浴槽の準備、身体の洗い方、オムツ、着替えへと次々
と課題が与えられる。ベビーマッサージの実習も続く。ぎこち
ないが真剣そのものの男たち。その姿に傍聴の人たちに微笑が
こぼれる。2週間にわたる、育児の心構え、基本知識、技能の
講習を経て、全過程を修了した８人に資格認定「ソフリエ」「パ
パシエ」＊を授与したのである。授賞式では、北九州市長からの
認定証授与、講座関係者による座談会、読み聞かせ講座などが
行われ、90名の一般市民も参加して世界初の資格認定を祝っ
た。65歳の「ソフリエ」は「百点満点のおじいちゃんを目指す」
と宣言し、30歳の「パパシエ」は「また新しい子育ての楽し
さを知った」と感謝した。この企画は当NPOの提案に基づいて、
東京・北九州の遠隔コラボによって実現したユニークなもので
ある。
　老若男女が共同して子どもたちを育てていく社会。その担い
手として元気な高齢者の知恵と能力を存分に発揮してもらいた

いと思っている。私たちは、バアさんとジイさんが頑張る社会
を、ババ・ジジ・ガンバル、「バジル社会」と呼ぶ。バジルは
最高のハーブ。自分を主張せず、周囲の素材や旨みを最大に引
き出す。それこそが高齢者の特性だと信じる。「ソフリエ」に
はその象徴として社会変革の起爆剤を期待している。これから
も、全国各地での実施に向けた取り組みを進めてゆきたい。

登録団体

現在、MIWの登録団体は30。登録団体の皆さん
に、グループの活動とともに、活動に関係するテー
マについて書いていただきました。

地域社会をとらえ直し、
あらゆる人たちが生きやすい社会へ

NPO 法人 エガリテ大手前 
頑張っている自治体の私設応援団
―市民の目線で、男女共同参画を評価

MIWの
なかまたち

3

▲講座風景� 男２代子育て講座ポスター▶

＊「ソフリエ」：男性高齢者の孫・ひ孫育ての参加を促すエガリテ大手前の独自の認定資格／「パパシエ」：男性の子育て参加を促す同資格
講座風景

男２代の子育て講座

国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
が
変
わ
り
ま
す

◆国の男女共同参画基本計画（第3次）の
　中間整理の特徴
１　国際的な概念や考え方を重視する
２　実効性のあるポジティブ・アクションを進める
３　世帯単位の制度・慣行を個人単位に移行する
４　�雇用問題の解決を進めるセーフティネットを構築する
５　�男性、子どもにとっての男女共同参画、地域における男
　　女共同参画を進める

◆今回の計画に新たに加わった・拡充さ
　れた重点分野
・��男性、子どもにとっての男女共同参画
・��貧困など生活困難に直面する男女の支援
・���高齢者、障がい者、外国人等が安心して暮ら
せる環境の整備

・��科学技術・学術分野における男女共同参画
・��地域における男女共同参画の推進

　今年7月、国の男女共同参画基本計画（第３次）が答申されました。第２次の計画から５年。高齢
化や経済格差が増す社会状況のなか、女性はもちろん、男性や子どもも含めたあらゆる人たちが、互
いを認め合って、持てる力を十分に発揮できる社会に向けて、男女共同参画のこれからの国の方向性
が織り込まれています。
　7月 2日、MIWでは、この男女共同参画基本計画について学ぶ講座を開きました。講師は、今回
の計画の策定委員であり、（財）横浜市男女共同参画推進協会理事・統括本部長の桜井陽子さん。男女
含めて、30名以上が参加されました。
　桜井さんは、今回の計画のポイントを次のようにあげています。①あらゆる人にとっての男女共同
参画を進める　②格差・貧困が問題となっている地域社会をとらえ直し、それに対する実効性のある
プラン　③男女共同参画を進めるために、個人の意識よりも、世帯単位の制度を個人単位で見直すな
どの社会制度・慣行の見直しの必要性　④国際的な規範や基準の尊重　
　また、「国の計画は男女共同参画の方向性を示しているが、それぞれの自治体が地域のニーズを踏ま
えて、具体的な計画を立てて実行してこそ、この計画の精神が活かされる」と話されました。参加者
からは「委員会での審議もふまえ、意識改革というより、社会の構造の見直しが必要という点が興味
深かった」などの感想が寄せられました。
　今年12月には、国民からの意見を受けた最終計画が出されます。今回の国の計画をどのように自
分たちの生活に活かしていくか。千代田区でも、来年度、区の第4次の男女平等推進行動計画を策定
します。一人ひとりの生き方・暮らし方と直結していくはずの男女共同参画基本計画。区の計画につ
いての皆さんからのご意見もお待ちしています。
　ご意見は、千代田区国際平和・男女平等人権課まで　

電話 03-5211-4166　FAX 03-3239-8605　Eメール kokusaidanjo@city.chiyoda.lg.jp
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あふれた。場所は北九州市の「子育て触れ合い交流プラザ」。
机には、赤ちゃん人形、沐浴槽、バスタオルなどが並ぶ。抱っ
こに始まり、浴槽の準備、身体の洗い方、オムツ、着替えへと次々
と課題が与えられる。ベビーマッサージの実習も続く。ぎこち
ないが真剣そのものの男たち。その姿に傍聴の人たちに微笑が
こぼれる。2週間にわたる、育児の心構え、基本知識、技能の
講習を経て、全過程を修了した８人に資格認定「ソフリエ」「パ
パシエ」＊を授与したのである。授賞式では、北九州市長からの
認定証授与、講座関係者による座談会、読み聞かせ講座などが
行われ、90名の一般市民も参加して世界初の資格認定を祝っ
た。65歳の「ソフリエ」は「百点満点のおじいちゃんを目指す」
と宣言し、30歳の「パパシエ」は「また新しい子育ての楽し
さを知った」と感謝した。この企画は当NPOの提案に基づいて、
東京・北九州の遠隔コラボによって実現したユニークなもので
ある。
　老若男女が共同して子どもたちを育てていく社会。その担い
手として元気な高齢者の知恵と能力を存分に発揮してもらいた

いと思っている。私たちは、バアさんとジイさんが頑張る社会
を、ババ・ジジ・ガンバル、「バジル社会」と呼ぶ。バジルは
最高のハーブ。自分を主張せず、周囲の素材や旨みを最大に引
き出す。それこそが高齢者の特性だと信じる。「ソフリエ」に
はその象徴として社会変革の起爆剤を期待している。これから
も、全国各地での実施に向けた取り組みを進めてゆきたい。

登録団体

現在、MIWの登録団体は30。登録団体の皆さん
に、グループの活動とともに、活動に関係するテー
マについて書いていただきました。

地域社会をとらえ直し、
あらゆる人たちが生きやすい社会へ

NPO 法人 エガリテ大手前 
頑張っている自治体の私設応援団
―市民の目線で、男女共同参画を評価

MIWの
なかまたち

3

▲講座風景� 男２代子育て講座ポスター▶

＊「ソフリエ」：男性高齢者の孫・ひ孫育ての参加を促すエガリテ大手前の独自の認定資格／「パパシエ」：男性の子育て参加を促す同資格
講座風景

男２代の子育て講座

国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
が
変
わ
り
ま
す

◆国の男女共同参画基本計画（第3次）の
　中間整理の特徴
１　国際的な概念や考え方を重視する
２　実効性のあるポジティブ・アクションを進める
３　世帯単位の制度・慣行を個人単位に移行する
４　�雇用問題の解決を進めるセーフティネットを構築する
５　�男性、子どもにとっての男女共同参画、地域における男
　　女共同参画を進める

◆今回の計画に新たに加わった・拡充さ
　れた重点分野
・��男性、子どもにとっての男女共同参画
・��貧困など生活困難に直面する男女の支援
・���高齢者、障がい者、外国人等が安心して暮ら
せる環境の整備

・��科学技術・学術分野における男女共同参画
・��地域における男女共同参画の推進

　今年7月、国の男女共同参画基本計画（第３次）が答申されました。第２次の計画から５年。高齢
化や経済格差が増す社会状況のなか、女性はもちろん、男性や子どもも含めたあらゆる人たちが、互
いを認め合って、持てる力を十分に発揮できる社会に向けて、男女共同参画のこれからの国の方向性
が織り込まれています。
　7月 2日、MIWでは、この男女共同参画基本計画について学ぶ講座を開きました。講師は、今回
の計画の策定委員であり、（財）横浜市男女共同参画推進協会理事・統括本部長の桜井陽子さん。男女
含めて、30名以上が参加されました。
　桜井さんは、今回の計画のポイントを次のようにあげています。①あらゆる人にとっての男女共同
参画を進める　②格差・貧困が問題となっている地域社会をとらえ直し、それに対する実効性のある
プラン　③男女共同参画を進めるために、個人の意識よりも、世帯単位の制度を個人単位で見直すな
どの社会制度・慣行の見直しの必要性　④国際的な規範や基準の尊重　
　また、「国の計画は男女共同参画の方向性を示しているが、それぞれの自治体が地域のニーズを踏ま
えて、具体的な計画を立てて実行してこそ、この計画の精神が活かされる」と話されました。参加者
からは「委員会での審議もふまえ、意識改革というより、社会の構造の見直しが必要という点が興味
深かった」などの感想が寄せられました。
　今年12月には、国民からの意見を受けた最終計画が出されます。今回の国の計画をどのように自
分たちの生活に活かしていくか。千代田区でも、来年度、区の第4次の男女平等推進行動計画を策定
します。一人ひとりの生き方・暮らし方と直結していくはずの男女共同参画基本計画。区の計画につ
いての皆さんからのご意見もお待ちしています。
　ご意見は、千代田区国際平和・男女平等人権課まで　

電話 03-5211-4166　FAX 03-3239-8605　Eメール kokusaidanjo@city.chiyoda.lg.jp
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「M
ミュウ

IW」は千代田区男女共同参画センターの愛称です。MはMan（男性）、Iは Intercommunication（情報や意見の交換）、WはWoman（女性）とい
う意味です。男性と女性の間には、いつも I（自分らしさ）と愛（思いやり）をもって、対等な新しいパートナーシップを創造してほしいと願っています。

MIW では、昨年 6 月の男女共同参画週間に、
写真展「きらめきのひと　仕事を拓く」を開催
しました。表紙の写真は、ご登場いただいた
10 人のうちの一人、小林大壽さん（区内企業ザ・
ボディショップのショップアドバイザー）。

特集 1	 写真ルポルタージュ　
	 女性が元気になる Tシャツをつくった！
特集 2	 座談会　
	 わたしのなまえ　家族の名前
　	 ―	選択的夫婦別姓について考える

首

都

高

速

北
の
丸
公
園

靖国通り

至市ヶ谷 至神保町

九段会館

至竹橋

至飯田橋

九段下駅
6番出口

九段下駅
4番出口

内
堀
通
り

交番

千代田区役所

千代田区役所10F
千代田区男女共同参画センター

　　　（ミュウ）

MIWの相談室では、夫婦関係、男女の生き方 ･働き方、
セクシュアル・ハラスメントや夫婦や親密な間柄での暴
力などについて相談を受けています。相談は面接でも電
話でも可。予約制になっています。
（区内在住、在勤、在学の方対象）

◆相談日時
水曜日 第1・3・5　 10:30～ 15:30　
 第 2・4 　 17:00～ 21:00
木曜日 第1・3・5　 17:00～ 21:00　
 第 2・4 　 10:30～ 15:30
金曜日 第1・3・5　 10:30～ 15:30（英語での相談も可）
 第 2・4 　 17:00～ 21:00（英語での相談も可）

MIW 相談室

電話での予約 TEL 03 - 5211-4316
（無料・女性カウンセラーが担当します）

■編集 千代田区男女共同参画センター  （株）生活構造研究所　■発行 千代田区　■表紙写真 村瀬麻耶　■デザイン 地本洋子　■印刷 （株）教文堂　■発行日 2010年10月6日

〈ネットワーク〉―それ
は、多様な生き方が尊重される社会を考え
る上でとても重要なキーワード。
　MIWでは、今年の男女共同参画週間、人
と人をつなぐ「居場所」、「社会への発信」
の視点で、男女共同参画社会の実現のため
に大切なものとは何かを考えました。「男女
平等」「働き方」「子育て」など多様なテー

マで活動している 10 のネットワークの紹
介とともに、今年25周年を迎えるパド・ウィ
メンズ・オフィスの月刊誌『女性情報』の
記事から、「新聞で見るネットワークの 25
年」を展示しました。
　期間中の来場者は 900 名以上。たくさ
ん頂いたご感想の中から、いくつかをご紹
介します。

男女共同参画週間展示「つながって生きる」

MIWイベント報告

ワーク・ライフ・バランスをめざす講座
「私たちのキャリアデザインー子育て中も働き続ける」
　 「私だけのキャリアをデザインする」
 11月 15日（月）14:40～ 16:10
 明治大学駿河台校舎 1133教室（リバティタワー 13階）
 講師　牛尾奈緒美さん（明治大学情報コミュニケーション学部教授）

 シンポジウム　「先輩にきいてみよう！」
 11月 26日（金）18:30～ 20:30
　　 コーディネーター　牛尾奈緒美さん
　　 パネラー　松尾紀子さん（フジテレビアナウンサー）
 　　　　　村山義尚さん（千代田区内企業勤務、MIW運営協議委員）
 明治大学駿河台校舎リバティホール（リバティタワー 1階）

編集後記■夫婦同姓が法的に決められたのは明治 31年になってからだったと知りました。これは私の
祖父母が生まれてからのことなので、随分最近のことに思え驚きました。夫婦が同姓であたりまえとい
う意識の中で育ってきたからです。姓が変わること、「家」のことなどを、改めて考えさせられました。(H)

所在地	 〒102-8688　東京都千代田区九段南1-2-1 千代田区役所10階
交通機関	 東京メトロ東西線、半蔵門線、都営地下鉄新宿線　「九段下」駅下車、徒歩 5分
開館時間	 月曜日～金曜日 午前 9時～午後 9時　土曜日 午前 9時～午後 5時
休館日	 日曜日、祝日、年末年始
T E L	 03-5211-8845／相談予約受付 03-5211-4316　　F A X　	03-5211-8846
E-mail	 miw@city.chiyoda.tokyo.jp
U R L	 http://www.city.chiyoda.lg.jp（MIWで検索してください）

（ミュウ）

女性についての様々な情報がか
なり前から積極的にされていたこ
とがわかって、とてもびっくりし
ました。30～ 40代にかけて女
性としていろんな生きづらさや壁
を感じてから、こうした活動の必
要性や意義が実感できるように
なったと思います。とても濃い内
容の展示でした。 （女性／40代）

女性男性の違いはあるものの、差別はないはず。子を産み、育てることに接する女性の政治的発言の場をもっと保障できる社会が平和を約束すると信じます。
 （男性／60代）

想像以上に心あた
たまる展示

が沢山あった。問
題提起は簡

単だが、問題解決
のための活

動に対して、社会
がもっとほ

め、「名誉」とし
、文化として

考えていくことで
発展すると

思った。 （男性／ 30代）

男女共同参画の広がりを感じ
させる展示でした。パド・ウィ
メンズ・オフィスの筋の通っ
た資料展示。可能性を広げる
グループ・ネットワークの展
示。あわせていい企画だと思
いました。 （女性／ 50代）

【展示団体】 NPO 法人ヒューマンサービスセンター／サロン・ド・カ
フェ こもれび／おやじの部屋 ･みたか組／ NPO 法人精神障害者ピ
アサポートセンターこらーるたいとう／ NPO 法人女性ネット Saya-
Saya ／ NPO 法人しんぐるまざあず ･ ふぉーらむ／江戸川子どもお
んぶず／子ども活き生き里親養育活性化プロジェクト　あっとほー
む／ NPO 法人 HOPE ★プロジェクト／全国父子家庭支援連絡会

6/ 23（水）
～ 29（火）
区民ホール

第 1回

第 2回


